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　「他人から聞いた話」「他人が撮った写真や映像」「何かとネガティブな報道」「旅行者のマナーの悪さ」そこに事
実のすべてがあるとあなたは思っていませんか？それらは一つの情報ではあるけれど、自分で見て聞いて触れたもの
を、自分の確信としませんか？先行き不透明な時代だからこそ、訪中団に参加してご自身で確かめてみましょう。
2016年度の訪中団のスケジュールは9月21日（水）より26日（月）です。訪問先はシルクロード玄関口西安。発展
著しい上海や政治の中心北京とは違った顔が見えてくるはずです。

2015年 訪中団
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　「わが社の商売は中国と関係ないから」「あんまり好きな国
じゃないから」そういう方が多いかもしれません。しかし今、
世界情勢は中国抜きには語れません。商売に直接関係無くて
も、好感を持てなくても、我々は中国の影響を少なからず受
けて日々過ごしています。
　そんな中国に関心を持ち実際に訪問することは、経営者と
しての視野を広げるきっかけになるのではないでしょうか？（か
く言う私も中国に対するイメージが変わった一人です）その
きっかけを訪中団は提供します。
　日中経済交流研究会の訪中団は、同友会メンバー自らが企
画し、日系企業、中国資本の企業、学校などを訪問し、中国
の方々と交流をはかります。あたりさわりない視察旅行や個
人旅行と違い、中小企業の経営者の視線で中国の「今」を肌
で感じるツアーです。特に中国へ進出された経営者の方々の
話は、非常に大きな学びとなります。進出の経緯から今まで
の苦労話や今後の展開。中国の方々の人となりや接し方など。
実体験に裏打ちされた話は迫力が違います。メディアからの
情報では得難い情報が満載です。

　また、日中経済交流研究会のメンバーはさまざまな業種業
態の経営者が参加されていますので、多方面からの情報提供
と共有が可能です。なるほどそういうことかという経験を重ね
ることができます。
　これから進出を考えている方もその予定が無い方も、中国、
ASEAN、もっと言えば世界へ向けて興味を持っている者同
士で「今」の中国に触れてみませんか？得るものは無限にあ
ります。参加を心待ちにしています。　　　
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